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4 議事の概要

会談は12月 5日 開
`

石川原子力委員ら254

長、 ウィルソン原子メ

長代理、ピットマン垢

席 した。

まずシスラー氏が開

員の挨拶、ロビンス米

事進め方の説明後、井

ソン要

長の議

冒頭挨

拶があり、ついで石川4  __ ‥′_の開発
状況、ューラトム、カナダなどの印象をのべ開

会セッションを終った。

燃料セッションでウェルズ氏は、濃縮ゥラン

核燃料供給の長期保証、プル トニウムの買戻し、

化学処理などの米原子力委員会の政策を詳細に

説明 し、まず国家間で有効期間を結び、ついで

燃料供給契約、プル トニゥム買戻 し契約、希望

するなら化学処理契約を結んでゆく手順 と内容

を説明したが、これによ っ́て大統領への報告で

は明らかでなか っ́た対外政策の主要点がかなり

(ま っきりしたことは注目された。

また第 2日 目の安全セッションでは米原子力

委員会のベック規制部副部長がAEcの 安全に
対する基本的考え方について説明し、「現在問題

となっているAECの 立地基準そのものは当分
変更されることは考えられないが、その運用は

きわめて融通性に富んだものであり、個々の場

合に技術の進歩を考慮に入れて総合的に判断す

るものであるJと述べたことは、前日のウエル

ズ氏の発表ともならんで注目すべきものであっ

た。そのほか各セッションとも熱,かな討議が行

なわれたが、最終セッションでは共同ステー ト

メントの検討、議事記録と発表の方法などを討

議 したのち、日米両議長から両国原子力委員会
への協力ならびに日米フォーラム事務局への努

■ |■耐十 こ諾部 t=静 i慟
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|■ された:

2)日 米両京子t董莫羅[原子fE安全および
敷地選定つ蓋題 :こ■ 4~ξ 考え下 |ま、相互に類

似 していることil子 さFi t_

1)原子力災害電償宣題 |■´「 _て |ま、満足すべ
き了解に乳達するた●さ後一言努力する必要

性が示唆された_

4)ア メリカの原子方重業再ぉょび原子力委員
会から、アメリカi■お `‐ て貫証されている原

子炉の安全性 |こ更する〒責賣発。こ、日本の科

学者、技術者の参主をミとめられるような措
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置を講ずるという示唆がなされた。日本代表

iま これに充分の関′心を有 し、かう慎重に考慮

する旨を明らかにした。

5)相対応する日米両原子力産業会議の委員会
の間で、引き続き情報および意見の交換を行

なうことが有意義であることが確認された。

日仏原子力技術会議

1 会議の概要

この会議は最初フランス原子力庁 (cEA)

.  事り日本の原子力委員会に提案があったが、両
国間に原子力協定のとりきめがないため、民間
ベースに変更され、フランスの原子力産業会議
である原子力技術協会 (ATEN)と 原産が共
11し 、フランス原子力庁と日本の原子力委員会
が共同後援をすることになった。、

フランスがこの会議を提唱 した動機には、36
11112'1に 開催 した日米原子力産業合同原子動力
」|,111)成果に大きく刺激されたことのほか、最
近 EEcゃューラトム内部におけるフランスの
lLIIン
'向
上と発言力の増大を背景に、日本を将

ikプ )有望原子力市場として機器材料の輸出に今
畿7:極的に努力することのあらわれとも解され
2 プログラム

た。さらにこの会議を契機として、38年 3月 に
は日英原子動カシンポジゥムが開催されるなど
欧州先進国との国際会議を通 じて技術の交流が
促進されることは、とくに経済規模の似てぃる
わが国の原子力研究開発の進展上大きな意義が
あった。

会議は37年 11月 12日 から3日 間、東京 (日本都
市センタ_)で開催 し、両主催機関を代表する
日本側菅原産会長、仏側ランベル トンATEN
会長からそれぞれ挨拶があり、つぃで来賓とし
て原子力委員長近藤鶴代、駐日フランス大使エ

チエンヌ・デヌリ (代理)、 日仏工業技術会長石
川ハ郎 3氏の祝辞が述べられた。ひきっづき特
別講演に移 り、以後つぎのプログラムにより2
つのパネルセッション、6つの論文セッションで
活発な討論が展開され、フランスの原子力技術
をわが国に紹介 し、その討議を通 じて両国相互
の技術交流がはかられた。論文発表による討議
は、ABc3会 場で並行 して進められ、最終日
14日 の閉会セッションで共同宣言を採択 して終
了 したが、出席者は仏側53名、在日公館おょび

商社関係 12名、日本側 770名 の多数で、延べ参
加者数は 3,Ooo名 を越える盛会であった。

欧州調査団ピ1蛤ル)
17 30--20 oo
ATEN主 催

偲 7)`j―テイー

ン

(パネル)

ン(論文)

第10セ ッション
(閉会総会)

スヱ≠F岱理大使主催
(フ ランス大使館)

芦運壁磋努習デン・パ
ーテイー(椿山荘)

解聟)己繁り人   11339-1630
臨臨幣2=,11奎考iヨ:L]ン輪ヵホテル)1塁

be今ぅ];漕墓3
慰学努婆質量呈催パ_
アイー
(赤坂プリンスホテル)

- 17-



‥
華
せ
一“
井
針

一一〓

菫

薔
犯

霙
菱

諄

委

諸

唯

一・１
〓
錢

鶴

藪

霞

歴

層

冒

雪

菫
〓
〓
彗
ト

ー
ト

交流の基盤確立に大きく

とくに国情や経済規模

計画の進め方は、わが国

と、その実施に多大の示

t仏国の開発

詮計画の樹立

■ものと思わ

れる。

本会議の成果をさらに高め、両国相互の提携

を強化するために、日仏共同宣言の発表と両フ

ォーラムにおける “日仏協力委員会"の設置が

決定されたことは、本会議の大きな収獲であっ

たといえよう。

6 日仏協力委員会の設置

会議終了後の両国原子力関係首脳者懇談会

(特男」セッション)|こ おいて、両フォーラムに

おける日仏協力委員会の設置が決定され、協力

テーマを中心に分科会を設置することに合意を

みたc

協力委員会の人選、運営、テーマなどについ

て(ま、両事務局間で協議を進め早急に発足させ

ることに意見が一致した。仏側から提案された

協カテーマ:まつぎのごときものである。

1)原子炉の建設――たとえば重水炉

1)特殊材料、特殊施設の研究開発 … たと

えば燃料、冶金、重水、燃料再処理

1)放射線化学および金属―一‐主として基礎

研究 
~́~~~~~~~― ――― 、

//な お、その後日本側は38年 2月、(委員長田代

の申し出により、開催趣旨を『英国の原子力発

電に関する経験と最新の情報ならびに将来の見

通 しについて相互に意見を交換 し、日英両国の

協力関係を深めるとともに、わが国の原子力開

発長期計画の促進に寄与することを 目的 とす

る』、会期を 38年 3月 26日 より28日 までの3日
薇

間、開催地を東京t主催者は日本原子力産業会

議とイギリス原子力産業界を代表した英国原子

力公社とする基本方針が決定され、会議内容に

おける英側発表論文は、マグノックス大型発電

所の今後の開発方針と、現在までに開発 してき

たコールダーホール、チャペルクロス、ブラッ

ドウエル、バークレイ、東海、サイズウエル、

オール ドベ リー、ウイルファーAlな ど8つの

原子力発電所の設計、建設、運転などの経験と

実績、将来の炉型 としてのAGRと 高速炉の見

通 し、ならびにマグノックス炉用の燃料とプル

トニウム利用、使用済燃料の再処理、黒鉛の性

能改善、さらには原子炉の安全性など14篇の論

文が発表された。これに対し日本倶1か らは東海

発電所の経験、燃料および黒鉛の研究開発など

の 3篇が発表され、日英双方で発表した論文は

3日 間で総数17篇におよんだcな お第 3日 目の

午後この会議の総締めくくりとして、技術の進

歩と経済性を テーマ としたパネル討論会が持

たれ、つづいて閉会式にうつり別項のステー ト

メントを採択 して閉会した。

3日 間にわたる参加者は英国側32名、オブザ

ーバー 53名をふくめ計 864名で、各セッション

の延べ出席人員は 3,333名 にのぼる盛会であっ

′こ 。                                     c
電
巻
「

Ⅵ 日英原子動カシンポジウム

1 シンポジウムの概要

日英原子動カシンポジウムは英国原子力公社

20 -


